
１． お布施の意味 （僧侶への報酬ではない）

２． 金封の表書き （「御霊前」とは書かない）

３． 帰敬式と法名 （法名は生きている時に…）

４． 永代経とは （故人への追善供養ではない）

５． お寺の法要時はお寺へ （知らん顔はダメ）

６． お勤めの作法 （読経は僧侶の役目？）

７． 合掌の作法 （念珠は礼拝に欠かせない法具）

８． 焼香の作法 （おしいただかず１回だけ）

９． お寺と門徒 （引っ越し時はお寺にも連絡を）

Ⅴ．門徒の心得



1111. . . . おおおお布施布施布施布施のののの意味意味意味意味（（（（僧侶僧侶僧侶僧侶へのへのへのへの報酬報酬報酬報酬ではないではないではないではない））））

　法事や月忌参りなど、僧侶を招いて仏事を勤める時、お布施がわたされますが、この
お布施の“額”が気になる人がいます。「いくらぐらいお包みすればよいのでしょうか。あ
まり少ないと失礼ですので…」といった調子です。

　多すぎて困ることはないのですけれど、要は“相場”を聞きたいのでしょう。

　しかし、そういうお尋ねがあっても私はできるだけ金額を言わないようにしています。
それは、お布施が“自ら進んで上げる”性質のものだからです。ただ言えることは「よろ
こんで精いっぱいする気持ちが大切である」ということでしょう。

　そうした金額を気にするよりも、もっと考えていただきたいことは、布施本来の意味で
す。

　習慣化される中で、私たちはつい、お布施を一種の“報酬”のように捉（とら）えていや
しないでしょうか。僧侶が読経したことに対する代価、御礼として扱ってしまいがちで
す。しばしば、表書きに「御経料」とか「回向料（えこうりょう）」と記した金封に出会います
が、これなどはまさしく僧侶への報酬の感覚です（「御経料」「回向料」「御礼」とはせず
「御布施」とする）。

　布施というのは、そもそも仏教の大切な行（ぎょう）の１つで「あまねくほどこす」という
言葉です。その布施行には、法を説く“法施（ほうせ）”、財物を施す“財施（ざいせ）”、
畏怖の念を抱かせない“無畏施（むいせ）”があります。金封の「御布施」は、このうちの
財施にあたるわけです。

　さらに、これらの布施を行う場合、施す人と施される人、施し物の３つがともに清浄
（しょうじょう）でなければならないとされています。つまり、見返りを期待したり、何か魂
胆があったりすれば、布施にはならないのです。

　ただ、浄土真宗では、こうした布施を善根を積んで悟りに近づくための修行とはせず、
ひたすら阿弥陀如来のお救いを慶び感謝する報謝行としています。すなわち、御布施
は僧侶への“報酬”ではなく、如来さまへの報謝として捧げるものなのです。

御布施御布施御布施御布施はははは、、、、仏法仏法仏法仏法をををを慶慶慶慶ぶぶぶぶ気持気持気持気持ちからちからちからちから上上上上げるものげるものげるものげるもの。。。。

僧侶僧侶僧侶僧侶へのへのへのへの御礼御礼御礼御礼ではなくではなくではなくではなく、、、、如来如来如来如来さまへのさまへのさまへのさまへの報謝報謝報謝報謝。。。。

布施（ふせ）は、梵語では「檀那（旦那）（ダーナ、���）」といい、慈悲の心をもって、他人
に財物などを施すことで、六波羅蜜のひとつである。

布施には「財施」「法施」「無畏施」の三種がある（大智度論）。布施をする人をダナパ
ティといい、施主（せしゅ）、檀越（だんおつ、だんえつ）、檀徒（だんと）などと訳される。
なお、菩提寺にお布施をする家を檀家（だんか）という言葉も、檀那、檀越から来たもの
である。また、古くは皇族などが自らの領地（荘園）などを寺院に寄せる（寄付する）こと
を施入（せにゅう）（する）ということがある。

布施の種類
　　大智度論など、伝統的には、次のような種類が挙げられている。
　　　　財施とは、金銭や衣服食料などの財を施すこと。
　　　　法施とは、仏の教えを説くこと。
　　　　無畏施とは、災難などに遭っている者を慰めてその恐怖心を除くこと。
　その他に、
　　　　和顔施（わがんせ）：笑顔をひとに見せることが、それを見る人に幸福感を届　　　　
　　　け、一種の布施を行っていることになる、という考え。



　　　　言辞施（げんじせ）：「和顔愛語」の愛語に相当。言葉で相手を傷つけないよう　　　
　　　　　に気をつけること。

イオン布施目安提示事件 - 2010年5月に大手流通のイオンが、自社カード会員向けの
葬儀紹介サービスにて「布施の価格目安」を打ち出した。これに対し、8宗派、約600の
日本国内の寺院の協力が得られた一方で、全日本仏教会などの一部の仏教団体は
「布施に定価はない」「企業による宗教行為への介入だ」と反発した。この施策に対して
は、「消費者の立場からすれば明瞭な布施価格の明示はありがたい」との評価と、「今

後これが『定価』として一人歩きしてしまう」との懸念意見がある[1]。その後2010年9月10
日にイオンは「布施の考え方にはさまざまなものがある」として、この布施の価格目安を

サイトから削除した[2]。



2222. . . . 金封金封金封金封のののの表書表書表書表書きききき（「（「（「（「御霊前御霊前御霊前御霊前」」」」とはとはとはとは書書書書かないかないかないかない））））

　前項で、御布施というのは“報謝の念から如来さまに捧げるもの”であると申しまし
た。実は、浄土真宗の仏事における金封（水引）のお供えは、すべてこうした御布施な
のです。

　しかしながら、実際には、仏事の種類や状況によってさまざまな“表書き”が用いられ
ているようです。

　いくつかのケースに分けて述べますと－。

　まず、葬儀や法事などで施主（喪主）が僧侶に差し出す金封には「御布施」と書かれる
ことが多いようです。これでよいのですが、この「御布施」は僧侶に差し上げるためのも
のではなく、お寺のご本尊・阿弥陀如来にお供えするものですから、差し出すときには、
お盆にのせ「おことづけして失礼ですが…」とかの言葉を添えるのがよいでしょう。てい
ねいな所では、前もってお寺に直接持参されます。

　「御布施」以外の、例えば「御礼」「御経料」「回向料」などは、如来さまに捧げる趣旨か
ら言って、ふさわしくありません。

　次に、他家の葬儀や法事に参列する場合です。市販されている仏事関係の本の中に
「葬儀の時は“御霊前（ごれいぜん）”とする」などと書いてあったり、「御霊前」の文字を
印刷した金封まであったりしますが、故人の“霊”に供えるのではなく、如来さまに供え
るのですから「御仏前」です。

　ほかに「御供」「御香典」「御香資（ごこうし）」などが使われています。香典や香資は
「香を求めるための代金」という意味で、昔は、お供えといえばお香だったのでしょう。

　また、お仏壇新調の時の「入仏法要」など慶事には、少し趣旨が異なりますが「御祝」
としてもよいでしょう。

　最後に、お寺にお参りした時には、「御布施」「御供」「御仏前」などのほかに「志（ここ
ろざし）」というのもあります。これは「お寺のために役立ててほしい」という思いの表れ
です。

　なお、水引の色は、葬儀、中陰など悲しみの時は黒または黄、入仏法要や報恩講な
ど慶びの時は赤、その他の時は黄が一般的です。

僧侶僧侶僧侶僧侶にににに差差差差しししし出出出出すときはすときはすときはすときは「「「「御布施御布施御布施御布施」」」」

「「「「御経料御経料御経料御経料」「」「」「」「回向料回向料回向料回向料」」」」ははははダメダメダメダメ。。。。

「「「「御霊前御霊前御霊前御霊前」」」」ではなくではなくではなくではなく「「「「御仏前御仏前御仏前御仏前」」」」

報恩講報恩講報恩講報恩講のののの時時時時はははは赤赤赤赤のののの水引水引水引水引にににに－。－。－。－。

葬儀屋さんが指導する一般社会的な考え方
用途は「「「「御霊前御霊前御霊前御霊前」」」」が最もポピュラーです。一応、全宗教のお葬式で使える表書きですので覚えておきましょう。よく聞かれることですが、「御仏前」というのはお葬式では
使いません※。49日の法要から使う表書きです。

※浄土真宗では、葬儀でも「御仏前」にしますが、宗派が不明の場合は「御霊前」で問題ありません。



3333. . . . 帰敬式帰敬式帰敬式帰敬式とととと法名法名法名法名（（（（法名法名法名法名はははは生生生生きているきているきているきている時時時時にににに…………））））

　「ご本山で法名（ほうみょう）をいただいたら…」と、あるご門徒に勧めたところ「えっ？
あれは死んでからもらうものじゃないのですか」と聞き返されました。「釋○○」という法
名は“死んでからの名前”と思っている方がいるのです。

　確かに、亡くなった時に、お手次ぎのお寺のご住職がその方に法名をつけ、葬儀に臨
まれるケースが多くあります。しかし、それはあくまで“緊急”の処置で、本来の姿では
ありません。

　そもそも、法名というのは“仏法に帰依した人の名前”（キリスト教のクリスチャン・
ネームのようなもの）で、主に本山で行われる帰敬式（ききょうしき：おかみそり）を受け
た人に対して、ご門主から授与されるものなのです。つまり「仏教徒としての自覚を持っ
て生きる」証（あか）しの名前であり、生きている間に授かるべき性質のものです。

　葬儀の時、導師のご住職が“おかみそり”を行うのは、生前、こうした帰敬式を受ける
ことなく亡くなったからで、ご門主になり代わって行っているのです。

本山本山本山本山でのでのでのでの帰敬式帰敬式帰敬式帰敬式
　「それでは葬儀の時も、別に俗名のままでよいのではないか」と言われる方があるか
もしれません。しかし、浄土真宗のお味わいからすると「亡き人は阿弥陀如来のお救い
によってお浄土に生まれ、仏さまになられている」と思えてくるのが自然です。そうした
故人を偲ぶ時、俗名でなく法名がふさわしいと言えましょう。

　ところで、浄土真宗では“戒名（かいみょう）”という言い方はいたしません。なぜなら
ば、戒名というのは、自力修行をめざし受戒（じゅかい）した人に対して授けられる名前
であり、自力修行や受戒を必要としない浄土真宗にはそぐわないからです。

　まだ法名をいただいていないご門徒は、できるだけ早い機会に帰敬式を受け、いただ
いてほしいものです。そして“家が門徒”から“私が門徒”となって下さい。

　なお、帰敬式は本山で、特定日を除いて毎日、晨朝（じんじょう）後と午後１時半から
行われます。詳しくはご住職にお尋ね下さい。

法名法名法名法名はははは““““死死死死んでからのんでからのんでからのんでからの名前名前名前名前””””ではないではないではないではない。。。。仏教徒仏教徒仏教徒仏教徒としてのとしてのとしてのとしての名前名前名前名前。。。。

帰敬式帰敬式帰敬式帰敬式をををを受受受受けけけけ、、、、いただこういただこういただこういただこう。。。。

法名 法名 法名 法名 ((((浄土真宗浄土真宗浄土真宗浄土真宗))))
浄土真宗における「法名法名法名法名」（ほうみょう）とは、仏弟子

[1]
となった名告り

[2]
である。故人に対して贈られる

名前と誤解されることも多いが、正しくは生きている間に三宝に帰依し、仏弟子として生きていくことを
誓い授かる名である。
「戒名」と混同して用いられる場合があるが、浄土真宗における仏弟子としての名は「戒名」ではなく
「法名法名法名法名」である。その理由は、「戒を守り抜くことはできない凡夫たる一切衆生は、阿弥陀如来（法蔵菩
薩）の誓願によってのみ救われる」という教義に基づいて受戒を行わないためである。



また浄土真宗は在家仏教であり、僧侶も在家であり出家の立場をとらない。

一般門徒は本山・別院・一般寺院などで行われる「帰敬式」（ききょうしき〈「おかみそり」とも〉）におい
て、本尊である阿弥陀如来の前で法主（本願寺派は「門主」・大谷派は「門首」）より授かる。法嗣（ほっ
す）が代行する場合もある。
僧侶は本山で行われる得度式において授かる。得度式では剃髪する。

帰敬式では、刃の無い儀式用の剃刀で頭をなでるだけで剃髪は行わない。

「勝他
[4]

」・「利養
[5]

」・「名聞
[6]

）」という、法然が「みつのもとどりそりすてよ
[7]

」と述べたことにちなむ。
近年では、手次寺（他宗でいう菩提寺の事）でも授かることができるようになったが、なるべく本山にて
授かる事が推奨されている。
浄土真宗の宗祖とされる親鸞が、承元の法難により流罪・還俗となり、その後に自らを「愚禿釋親鸞愚禿釋親鸞愚禿釋親鸞愚禿釋親鸞」

と名告り、非僧非俗の立場で教化
[9]

した事に基づく。
法名は、仏弟子[1]となったことをあらわす「釋」の字を冠して、正依の聖教の中から2字が選ばれる（本
願寺手帳の「院号及び法名の授与に関する注意」というページがあり、法名は二字。歴代宗主・裏方
の院号・法名と同一のもの、「如」の字を用いた物は許可にならないとされ、歴代宗主、お裏方の院号
法名が一覧になって出ている。これは帰敬式以外で院号法名を内願するときの指針と思われる。また
昭和６０年版からはこの表は削除されている。）

宗派により異なるが、所属する手次寺の住職選定による法名であれば、法名に俗名から一文字用い
ることが可能である。また、事前に手次寺の住職からの内願の手続を受けていれば、本山授与の法名
にも同様の扱いがされる宗派もある。
　　　例…松下幸之助…「光雲院釋眞幸幸幸幸」・池波正太郎…華文院釋正正正正業
本山選定による法名は、正依の聖教の中から2字とも選ばれる。

浄土真宗各派における差異
　　浄土真宗本願寺派　　男女ともに「釋○○」である
　　真宗大谷派　　　　　　男性は「釋○○」、女性は「釋尼○○」である。
　　　　　　　　　　　　　　　　「尼」の字は、女性をあらわすサンスクリット語の語尾が変化したもので、
　　　　　　　　　　　　　　　　女性の出家者をあらわす尼（あま）・比丘尼の意ではない。

院号
法名の前に「院号」を付ける場合もある。「院号」は本来、寺を建立する位の貢献をした者に送られる称
号であった。現在は、本山や手次寺の護持に貢献した者へ送られる名である。

しかし、一切衆生は浄土では平等であるという教えから、院号を用いることに対して反対する意見が一
部にある。

位号・置き字

「位号」（居士や大姉など）、「置き字」（不退転・正定聚など）は、用いないのが正式である。
まれに、他宗派の影響が強い地域や、故人の遺言・遺族の希望などにより付けている手次寺がある。
しかし宗門として認めておらず、あくまでも手次寺が、故人の遺言・遺族の希望、慣習などにより付けて
いたに過ぎない。



4444. . . . 永代経永代経永代経永代経とはとはとはとは（（（（故人故人故人故人へのへのへのへの追善供養追善供養追善供養追善供養ではないではないではないではない））））

　お寺にお参りされている方であれば「永代経（えいたいきょう）」という言葉は、よく知っ
ておられるでしょうが、最近では「“永代経”って、どんなお経ですか」と、お経の１つだと
思っている方もいるようです。

　永代経とは、“永代読経（えいたいどっきょう）”の略で「末永く（永代に）お経が読まれ
る」という意味です。そこからまた「お寺が存続し、み教えが繁盛し続けるように」という
願いが込められた意味にもなります。つまり (1)お寺が護持されること (2)そこで子や孫
が代々にわたってみ教えを聞き慶ぶこと－この２つが「永代経」の心だと言ってよいで
しょう。

　そうした願いと志（こころざし）を持って、ある程度まとまったお金や、仏具などをお寺
に納めるのが「永代経懇志」であり、その報恩の行為を受けて、お寺が開く法要が「永
代経法要」であるわけです。

　したがって、「永代経を上げる」という場合の“永代経”は「永代経懇志」のことですし、
「永代経が勤まる」といえば「永代経法要」をさしています。

　この法要は、「報恩講法要」に次いで盛大に勤めるお寺が多く、おおむね年１、２回、
春や秋に行われます。

　また懇志については、故人への追慕から納められる場合がほとんどで、表書きには
「永代経志」などの文字の右肩に、故人の法名を記したりします。これは“故人のために
納める”というのではなく、故人の「永代にみ教えが伝わるように」との意志を受けた施
主が“故人になり代わって納める”からです。くれぐれも“故人への追善供養”と誤解しな
いで下さい。

　さらに、いったん納めてしまえば“責任が果たせた”と考えるのも困ります。ある方など
「永代経を納めましたので、お参りに行かなくてもちゃんとお経を上げて下さるので安心
です」と話していましたが、これでは永代経も台なしです。み教えを私に伝えて下さった
ご先祖の遺徳を偲（しの）び、何より私自身が聞法に励んで、慶びを子孫に伝えていく
－これでこそ永代経といえるのです。

寺院護持寺院護持寺院護持寺院護持とみとみとみとみ教教教教ええええ繁盛繁盛繁盛繁盛をををを願願願願ってってってって「「「「永代経懇志永代経懇志永代経懇志永代経懇志」」」」をををを納納納納めようめようめようめよう。。。。

私私私私がががが聞法聞法聞法聞法してこそのしてこそのしてこそのしてこその““““永代経永代経永代経永代経””””



5555. . . . おおおお寺寺寺寺のののの法要時法要時法要時法要時はおはおはおはお寺寺寺寺へへへへ（（（（知知知知らんらんらんらん顔顔顔顔ははははダメダメダメダメ））））

　私の地域（関西）では“月忌（がっき）参り”が盛んで、故人の毎月の命日には各家庭
にお参りします。しかし、こうした家の門徒さんが皆、お参りに親しみ、お寺の法要に積
極的にお参りされているかというと、必ずしもそうではなく、最近は、むしろ“家のお仏壇
には参るが、お寺には参らない”人が多くなってきたようです。

　中には、お寺で「報恩講」や「永代経」の法要が勤まる日にもかかわらず、“お寺の法
要には我れ関せず”とばかりに「きょうは主人の命日ですので、家にお参りして下さい」
と、平気で電話してくる方までいます。“命日には家のお仏壇に僧侶が参らなければな
らない”とでも思っているのでしょうか。また“お寺の法要・行事は、自分とは関わりがな
い”とでも思っているのでしょうか。

　お寺で勤められる法要・行事は、住職や一部の門徒さんだけのものではありません。
縁あるすべての門信徒さんがお参りし、聞法（もんぽう）していただくために勤められる
のです。他人事と思わず「私のために勤められる」と思って下さい。

　お寺で法要の勤まる日が、たまたま故人の命日に重なった方は、法要が勤まる時間
には都合をつけてお寺へお参りし、家では改めて家族そろってお勤めすればよいでしょ
う。命日にお寺で法要が勤まるのを、むしろ慶びとしていただきたいものです。

　さらに言えば、お寺はいうまでもなく、ご門徒が力を合わせて建立し、護持されてきた
「聞法の道場」です。数多くの先輩たちが、ご本尊を安置した本堂で仏法を聞き慶んで
きました。その慶びを家庭でも身近に味わいたいということで、お仏壇が安置されるよう
になったと言ってよいでしょう。お仏壇の構造は、本堂の“ミニチュア版”になっているの
に注目して下さい。つまり、お寺の本堂が本来的にお念仏の道場であるわけです。

　ですから、家のお仏壇だけで仏事をすますのでなく、進んでお寺にお参り下さい。門
信徒であるあなたは、りっぱなお寺の一員なのです。

命日命日命日命日におにおにおにお寺寺寺寺でででで法要法要法要法要がががが勤勤勤勤まればまればまればまれば、、、、おおおお寺参寺参寺参寺参りをりをりをりを優先優先優先優先するするするする。。。。

おおおお仏壇仏壇仏壇仏壇はははは本堂本堂本堂本堂のののの““““ミニチュアミニチュアミニチュアミニチュア版版版版””””



6666. . . . おおおお勤勤勤勤めのめのめのめの作法作法作法作法（（（（読経読経読経読経はははは僧侶僧侶僧侶僧侶のののの役目役目役目役目？）？）？）？）

　月忌（がっき）参りなどで門徒さんの家を訪れてお勤めする時、しばしば寂しい思いを
することがあります。それは、せっかくお参りしているにもかかわらず、家の人が誰もそ
ばにいないで、一人で勤行している時です。家の人は、と言うと、別の部屋で何やら用
事をしていたり、お勤めが終わってから出すお茶の用意をしていたり－といった調子で
す。

　命日（めいにち）や逮夜（たいや：命日の前日）にお勤めするのは、亡き人を偲（しの）
びつつ、それをご縁に仏法を聞き味わうためで、“私”を抜きにしてはあり得ません。僧
侶がお参りさせていただくのも、そうした家族の方がたに仏縁を結んでいただくためで
あって、けっして“故人にお経を上げるため”ではありません。

　ですから、お茶の心配をしていただくことはありがたいのですが、それよりも、一緒に
座って、お勤めに加わっていただきたいのです。

　さらに、僧侶がいなくても、日ごろからお経に親しみ、お勤めができるようになって下さ
ればと思います。お経は確かに難しい漢字が多く、意味を理解するのは容易ではない
でしょうが、繰りかえし上げていると、自然にスラスラ言えるようになり、経文の仏教用
語にも興味がわいてくるものです。

　そこで、日常の勤行と、その作法について述べてみましょう。

　ぜひ、お勤めできるようになっていただきたいのは「正信偈（しょうしんげ）・六首引（ろ
くしゅびき）」です。毎日のお勤めでは“草譜（そうふ）”という節（ふし）で上げ、ご命日な
どの法要では“行譜（ぎょうふ）”で上げるのが一般的です。「正信偈」は蓮如（れんにょ）
上人の頃（１５世紀）から、先祖の方がたが読み親しんでこられたお経（聖典）であり、真
宗門徒の必須のお経と言えましょう。

　このほか、時に応じて「仏説阿弥陀経」や「讃仏偈（さんぶつげ）」「重誓偈（じゅうせい
げ）」「十二礼（じゅうにらい）」など、『浄土真宗聖典』や『門徒勤行集』に載っているお経
も上げて下さい。

　ただ、「般若心経（はんにゃしんぎょう）」やご詠歌（えいか）はお勤めしません。それ
は、浄土真宗の勤行が、仏徳讃嘆（ぶっとくさんだん）であり、阿弥陀如来のご本願の
おかげで救われていくことを慶んでお勤めするからです。自力修行を前提とした「般若
心経」などは、その点、そぐわないわけです。

　勤行の作法は、

1. 念珠を両手にかけ、合掌礼拝する。
2. 経卓（きょうじょく）やひざに置いてある聖典を両手でとっておしいただき、
　　開ける。
3. 右手でリン棒を持ち、おリンを２回打つ。
4. 勤行中は聖典を胸の前に両手で持つ（経卓があれば、そこに置く）。
5. お勤めの最後は、通常おリンを３回打つ（指示されてある）。
6. 聖典を閉じて両手でおしいただき、元の場所に置く。
7. 合掌礼拝（らいはい）する。以上の要領です。

　なお、大切な聖典ですので、畳や床に直接置くことは避けましょう。また、おリンは勤
行以外の時は鳴らさないようにしましょう。

おおおお勤勤勤勤めはめはめはめは一緒一緒一緒一緒にににに上上上上げようげようげようげよう。。。。

「「「「正信偈正信偈正信偈正信偈」」」」はははは門徒必須門徒必須門徒必須門徒必須のおのおのおのお経経経経。。。。

「「「「般若心経般若心経般若心経般若心経」」」」はははは上上上上げないげないげないげない。。。。

おおおおリンリンリンリンはははは勤行以外勤行以外勤行以外勤行以外にににに使使使使わないわないわないわない。。。。



7777. . . . 合掌合掌合掌合掌のののの作法作法作法作法（（（（念珠念珠念珠念珠はははは礼拝礼拝礼拝礼拝にににに欠欠欠欠かせないかせないかせないかせない法具法具法具法具））））

　如来さまに礼拝（らいはい）する時に欠かせないのが念珠（ねんじゅ）です。数珠（じゅ
ず）とも言いますが、浄土真宗では“念珠”という言い方が多く用いられています。

　ある時、門徒さんから「お念珠の珠（たま）の数はいくつあるのですか」と、質問された
ことがあります。珠の数に何か意味があると思っての問いでしょう。

　そこで、私は「元来、珠の数は１０８つの煩悩（ぼんのう）を断ずることを表す」と聞い
ていたものですから、とっさに「１０８個を基本にして、その約数である５４、２７、１８個と
いった数でしょう」と答えました。

　しかし、後で自分の持っている念珠を数えると１９個で、どう割っても１０８の約数には
なりません。一般的に使われる単念珠では、数に規定があるわけではなく、あまりこだ
わらない方がよさそうです。手の大きさに合わせて念珠の輪が作られますから、材料と
なる珠によってその数も自ずと異なってくるのです。

　浄土真宗では、念珠を、煩悩を滅するための道具として用いるのではなく、また、読
経や念仏の回数をかぞえるために使うものでもありません。ただ、如来さまに合掌礼拝
する時の礼儀として用いているのです。

　念珠の持ち方と合掌礼拝の作法を述べますと－。

1. 念珠を持つ時は、常に房を下にたらし、左手で持つようにします。
　　合掌の時は両手にかけ、親指で軽くおさえます。
　　珠をこすり合わせて音を出したり、掌の中でにぎりしめたりはしません。

2. 合掌は、胸の前で両手を合わせ、のばした指先が上体と４５度の方向に
　　くるようにします。
　　そしてお念仏を称えます。最近は、声に出してお念仏を称える方が
　　少なくなってきたようです。“黙念”という作法はありません。
　　合掌する時は必ず声に出してお念仏申して下さい。

3. 礼拝（らいはい）は、念珠をかけて合掌したその姿勢で上体を４５度前に
　　傾けて、おもむろに元の姿勢に戻します。
　　なお、念珠の房は、男性が“ひも房”、女性が“きり房”を用います。

　また、念珠は大切な法具ですから、お経の本（聖典）と同様、畳や床に直接置いたり、
投げたりはしないように…。

　さらに、法要などに参拝する折には、念珠とともに、門徒式章（もんとしきしょう）をか
けるよう心がけて下さい。

念珠念珠念珠念珠はははは左手左手左手左手にににに持持持持つつつつ。。。。

合掌合掌合掌合掌のののの時時時時はははは、、、、声声声声にににに出出出出してしてしてして念仏念仏念仏念仏をををを称称称称えるえるえるえる。。。。

念珠念珠念珠念珠はははは直接直接直接直接、、、、畳畳畳畳にににに置置置置かないかないかないかない。。。。



8888. . . . 焼香焼香焼香焼香のののの作法作法作法作法（（（（おしいただかずおしいただかずおしいただかずおしいただかず１１１１回回回回だけだけだけだけ））））

　お焼香の作法は、各宗派によって少しずつ異なっているようですが、おおむね、次の
２点がポイントになっています。すなわち、１つは、つまんだお香をおしいただくかどうか
ということ。今１つは、お香をくべる回数です。３回のところもありますし、２回のところも
あり、１回もあります。

　そんなわけで、自分の宗派の作法を知っていれば何でもないことなのに、知らないと
案外、戸惑ったり、ぎこちなかったりします。

　浄土真宗本願寺派では、「お香はおしいただかない」で「回数は１回」です。

　もう少し詳しく作法を述べますと－。

1. 尊前（ご本尊の前）の２、３歩手前で、軽く頭を下げる。
2. 進み寄って、まず香盒（こうごう）の蓋（ふた）を取ってその淵（ふち）にかけ、
　　お香を１回つまんで、そのまま香炉に入れる。
　　この場合、お香は額におしいただかない。
　　また、お香をつまむ前に合掌礼拝する必要はない。

3. 香盒の蓋をして、合掌礼拝する。

4. 礼拝が終われば、２、３歩後退して軽く頭を下げる。

　以上が基本です。覚えておいて下さい。

おおおお香香香香はははは「「「「おしいただかないおしいただかないおしいただかないおしいただかない」」」」

くべるくべるくべるくべる回数回数回数回数はははは１１１１回回回回。。。。



焼香は、仏教の儀式には欠くことのできないものであり、「お
釈迦さまのご在世の当時から行われていた」と言われていま
す。
浄土真宗において最も大切なお経の「仏説無量寿経」には、
「一切万物がみな、無量の雑宝や百千種の香をもって共に合
成し、その香りは普く十方世界に薫ぜん」と、薫香、すなわ
ち、香りをもってお浄土のはたらきを教えられています。

ご本尊に一礼

左手に念珠を持ち、焼香卓の前に進みます。

焼香卓（香炉が置いてある机、または、台）の二、三歩
手前で、ご本尊に向かって一礼します。

香をつまむ
右手で香盒（香の入れ物）の蓋をとって香盒の右端に置
きます。
念珠を左手にかけたままで、香を右手の親指、人さし
指、中指でつまみます。

香炉にくべる
つまんだ香をそのまま一回だけ香炉にくべます。
香をつまんでから、頭や額のあたりに持ち上げて、おし
いただく人が多いようですが、浄土真宗では香をおしい
ただきません。
浄土真宗では、「香をお供えする」と言う意味から、１回
だけ香をつまみ、おしいただかずに焼香するのが作法
です。

・香を焚く前に合掌しない

焼香について

つまり香を焚く、すなわち、焼香をするということは、その薫香により、仏前を荘厳（おか
ざり）すると共に、浄らかな光明の世界（お浄土）を思い浮かべるご縁となります。

念珠でのお参りだけではなく、尊いご縁なのですから、ぜひ、ご参列のみなさまにも焼
香していただきましょう。
焼香は、「沈香をつまみ、香炉の中に入れ、薫じる」という点においては、どの宗派も同
じなのですが、焼香の作法については、宗派によって多少の差がみられます。

◇ 焼香するときの注意事項

・香を焚くのは、１回のみ
・香は、おしいただかない
・焼香の時、キン（リン）をたたかない

浄土真宗本願寺派（西本願寺・お西）の焼香の作法は、次のようになります。なお、
座って焼香する場合も、おおむね下記に準じます。

本願寺派（西本願寺・お西）の焼香



合掌、念仏
香盒の蓋をします。
念珠を両手にかけて合掌し、お念仏を唱えます。

礼拝
お念仏を唱えながら礼拝します。

一礼して退出
二、三歩後ろにさがります。
再度ご本尊に一礼して退出、または、自席に戻ります。

焼香は香りの良さがイノチ

焼香とは、お香を仏さまにお供えする行為です。

良い香りをたくことで、「まわりを清らかにして、仏さまをもてな
す」という意味と、同時に「その香りが仏さまの徳となって、人
の心に染み付いていくこと」を表しています。

本当は、それぞれが厳選したお香を持参して、お供えすべきものです。しかし、最近は
安価で、低品質のお香が使用されることも多く、仏事の厳かな雰囲気が壊れてしまって
いることもあります。

一方、良質なお香は、古来から、病気を治すためにも使われたり、精神安定作用があ
るなどの利点もあります。

仏壇店などで、自然原料の高品質の香が人手できますから、一度、お試しになっては
いかがでしょうか。仏教に興味のない方が、「お香の良い香り」や「仏事の厳かな雰囲
気」から、仏法に触れる人りロとなってくれるかも知れません。

つまりは、香りの良さが肝心なのです。お香をくべる「回数」や「作法」よりも、まず大事
なのは「香りそのもの」なのです。



9999. . . . おおおお寺寺寺寺とととと門徒門徒門徒門徒（（（（引引引引っっっっ越越越越しししし時時時時はおはおはおはお寺寺寺寺にもにもにもにも連絡連絡連絡連絡をををを））））

　私のお寺では、毎月「寺報」を作って郵送しているのですが、時たま、いつもは届くは
ずの門徒宅が「転居先不明」で帰ってくることがあります。「あぁ、引っ越してしまわれた
のか…」「それとも何かあったのかな」とあれこれ考えたり、「どうして連絡してくれなかっ
たのかなぁ」と寂しくなったりします。

　近ごろは一生同じ土地で過ごす人はまれになり、特に都市部では引っ越しがしばしば
行われます。

　そんな時、ガスや電気、水道、電話などはきっちり転居届を出されるのですが、お寺
への連絡を忘れる（？）人がおられます。

　お寺としては、それはみ教えを伝える上から、また案内や諸連絡を行う上からも非常
に困るわけで、必ずお寺に来て、転居後のお寺との関係をはっきりしておいていただき
たいのです。

　もし、お寺にお墓があったり、お寺名義の納骨所に先祖の遺骨を納めていたりする
と、その管理についても話しておかねばなりませんし、転居先の住所もきちんと知らせ
ておく必要があるのです。

　そうした管理上の問題がなく、お寺から離れるというのであれば、その旨を告げ、ご住
職の了解を得て、転居先に近いお寺を紹介してもらって下さい。

　引っ越してきた方で、しばしば「お西さん（浄土真宗本願寺派）のお寺をあちこち探しま
したが、なかなか見つからなくて…」という声を耳にします。そういうことにならないため
にも、引っ越し前に紹介してもらいましょう（今お寺を探している方は、次項の各教務所
にお尋ね下さい）。

　また、中には「お寺はいなかにあるから、別に今住んでいる所でお寺を探さなくてもよ
い」と思っている方があるかもしれません。お寺を“先祖やお墓を守る所”と考えておら
れるのでしょう。

　しかし、お寺というのは、本来的に“今生きている人にみ教えを説く所”であり、今の生
活を離れてあるのではないのです。その点から、み教えを聞こうとする人には、全国ど
このお寺でも門戸は解放されています。“いなかにお寺がある”人も、今住んでいる近く
のお寺とご縁を結んで下さい。

住所住所住所住所・・・・電話番号電話番号電話番号電話番号のののの変更時変更時変更時変更時はおはおはおはお寺寺寺寺にもにもにもにも連絡連絡連絡連絡するするするする。。。。
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